
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＣＴＲソフトウエアによるバックグランドの修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０２月１６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＦＥ系試料を測定すると、以下の相に分かれます。 

   

 今回、バックグランドを扱います。 

 正確にバックグランドを差し引かないと、解析結果にＥｒｒｏｒが発生します。 

  

 極点図解析には、緑色の領域を測定します。 

 正確にバックグランドを差し引くためには、バックグランドプロファイルを把握しなければなりません。 

 ＣＴＲソフトウエアでは、極点図データからバックグランドのプロファイルを得ることが可能です。 

 

 Ｃｕｂｉｃ以外ではスリット幅を選択して、正確なバックグランド測定を行って下さい。 

 うまくバックグランド測定が出来なった対応策を説明します。 

 

 

 

 

 



測定データ 

 ODFPoleFigure2ソフトウエア 

 

 

極点図のα方向のプロファイルが表示できます。バックグランドを拡大する 

 

このようなバックグランドが測定された場合、 

 

 

 

 



バックグランドデータ（全データ）から直線を計算 

  

  

 バックグランドを下げる場合（α＝３０から７０度の平均値とする）  

  

  Setでデータを確定し、Dispで確認 

  

  

 

 

 

 



Ｄｅｆｏｃｕｓモード 

  

  

同様に、バックグランドを下げる場合（α＝３０から７０度の平均値とする） 

 

 Setでデータを確定し、Disp で確認 

 

 

 

 

 



手入力モード 

 ODFPoleFigure2->ToolKit->Software->Page->Next->PolebackgroudEditer 

  

   

 手入力で修正します。 

Ｅｘｃｅｌモード 

 

 散布図を表示し、手入力で修正します。 

 


